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（独）国立美術館の国立工芸館の開館及び名誉館長の決定について 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

  

＜問合せ先：文化庁＞ 企画調整課 

  課長         清水 幹治（内線 2790） 

  独立行政法人連絡室長 鈴木 修二（内線 4775） 

  専門官        尾曲 剛志（内線 4795） 

   電話：03－5253－4111（代表） 

      03－6734－4797（直通） 

国立工芸館については、新型コロナウィルス感染拡大の影響を受け、開館を延期して

いるところですが、このたび、開館の準備が整い、１０月２４日（土）に開館記念式典

を開催し、翌２５日（日）から一般公開することとしましたので、発表いたします。 
また、同館の名誉館長には、国内外に高い知名度と情報発信力をお持ちであり、日本

の伝統文化や工芸の支援に精力的に取り組んでこられた、中田英寿氏に就任していただ

くこととなりましたので合わせまして発表いたします。 
 

＜問合せ先：（独）国立美術館＞ 国立工芸館 

   電話：076－221－1955（直通） 



東京国立近代美術館工芸館プレスリリース 

 

報道関係各位           2020年 8月 4日 

東京国立近代美術館工芸館 

 東京国立近代美術館工芸館はこの度、石川県金沢市に移転し、通称「国立工芸館」（正式名称：東京国立近代美術

館工芸館）として開館します。2020年 10月 24日に開館記念式典(セレモニー)を開催し、翌 25日から始まる展覧会

で一般公開を開始します。2020年度から 2021年度にかけては、開館記念展として 3本の展覧会を予定しています。

また、新たに設ける名誉館長には中田英寿氏が 10月 24日付で就任します。 

※なお、今後新型コロナウイルス感染症等の状況により会期等変更の場合があります。 

 

【国立工芸館 概要】 

◆ 国立工芸館とは 

1977 年に東京・北の丸公園に開館し、2020 年に石川県金沢

市に移転する日本で唯一の工芸を専門とする国立美術館。陶

磁、ガラス、漆工、木工・竹工、染織、金工、人形、デザインな

ど、全国各地・近現代のあらゆる工芸分野の秀作を網羅したコ

レクション約 3800点のうち、約 1900点を金沢に移転予定。展

覧会や作品の収集・保存、教育普及事業などを通して、工芸の

まち金沢で、工芸文化の発信拠点として新たなスタートをきる。 

                                                                

◆ 名 称     国立工芸館（通称） 

  *正式名称：東京国立近代美術館工芸館 

◆ 名誉館長   中田 英寿 

◆ 館 長     唐澤 昌宏 

◆ 住 所     〒920-0963 石川県金沢市出羽町 3-2 

 

【開館記念式典および展覧会予定】 

◆ 開館記念式典  2020年 10月 24日（土）文部科学省および地元関係者、工芸館関係者等によるセレモニーを予定 

◆ 一般公開  2020年 10月 25日（日）より 

◆ 展覧会予定 

① 特別展「国立工芸館 石川移転開館記念展Ⅰ 工の芸術―素材・わざ・風土（仮称）」 

会期：2020年 10月 25日（日）- 2021年 1月 11日（月・祝） 観覧料：一般 500円 大学生 300円 

内容：所蔵の名品より「素材」・「わざ」・「風土」をキーワードに、日本の近代化のなかで各地方の工芸家たちがど

のように「素材―自然」と向き合ってきたか、また時代と共に「自然のイメージ」をどのように捉え直してきたかを

探り、常に更新されていく日本の「風土」を紹介する。 

② 特別展「国立工芸館 石川移転開館記念展Ⅱ うちにこんなのあったら展 気になるデザイン＋工芸コレクション（仮称）」 

会期：2021年 1月 30日（土）- 4月 15日（木） 

③ 特別展「国立工芸館 石川移転開館記念展Ⅲ 近代工芸と茶の湯―四季のしつらい―（仮称）」 

会期：2021年 4月 29日（木）- 7月 4日（日） 

◆ 休館日 月曜日（ただし、休日の場合は翌平日）、年末年始および作品展示替えのための臨時休館 

◆ 開館時間 9：30～17：30まで（入館は 17：00まで） 

国立工芸館 開館日決定のお知らせ 

―2020年 10月 25日より一般公開スタート― 

写真 太田拓実 



東京国立近代美術館工芸館プレスリリース 

 

旧陸軍第九師団司令部庁舎（改修前)      旧陸軍金沢偕行社（改修前）       旧陸軍第九師団司令部庁舎（2F階段ホール）  旧陸軍金沢偕行社（2F多目的室） 

（右 2枚）：写真 太田拓実 

 

【国立工芸館について】 

●ロケーションについて ― 歴史的建造物の集まる文化ゾーン 

 国立工芸館が建つ「兼六園周辺文化の森」は、日本三大名園のひとつである兼六園を中心に、石川県立美術館、いし

かわ赤レンガミュージアム（石川県立歴史博物館、加賀本多博物館）、金沢城公園、金沢 21 世紀美術館、鈴木大拙館

など、藩政期以降現代までの歴史的建造物・文化施設が集まるエリアです。これらとあわせて巡れば、石川の歴史・文化

とともに、日本の工芸の「過去・現在・未来」を概観できます。また、香林坊の繁華街や近江町市場、武家屋敷などにもほ

ど近く、歴史と工芸のまち・金沢の魅力を存分に楽しめる新たな旅の拠点としても期待が高まっています。 

 

●建物について ― クラシックな洋風建築の外観とモダンな展示スペース 

明治期に建てられた二つの旧陸軍の施設、旧陸軍第九師団司令部庁舎＜1898 年建築＞ と旧陸軍金沢偕行社＜

1909 年建築＞（いずれも 1997 年に国登録有形文化財に登録）を移築するとともに、過去に撤去された部分や外観の

色などを復元して活用しています。入口向かって左側の旧陸軍第九師団司令部庁舎は、師団司令部の執務室として、ま

た右側の旧陸軍金沢偕行社は、陸軍将校の社交場として使われていました。展示室部分は RC 造で復元して新築し、外

観は今回の移築改修に伴い判明した建築当時の色を再現しています。 

  

 

 

●館内施設について ― 観る・知る・体験する 

＜展示室 1・2・3＞ 

1F から 2F にわたる全 3 室の展示スペースでは、季節ごとに展示替えを行い、テーマに沿った多様な展覧会を開催し

ます。 

 

＜1F＞ 

・工 芸 と で あ う：工芸にはじめてふれる方のために、工芸の見どころをわかりやすく紹介。3D画像で 

    インタラクティブに楽しめる、最新デジタル技術を用いたコーナーも。 

・ミュージアムショップ：展覧会図録やグッズ、工芸関連書籍などを販売します。 

・アー トライブラ リ：快適な空間で、国内外の工芸・デザインに関する本や雑誌をご覧いただけます。 

 

＜2F＞ 

・松田権六の仕事場：金沢出身の重要無形文化財保持者（人間国宝）、漆芸家・松田権六（1896-1986）の工房を 

    移築・復元し、作家ゆかりの制作道具や関連資料、記録映像を展示します。 

・芽 の 部 屋：「作品」になる前のアイデアスケッチや図案などの資料を展示。開館記念としてスタートした 

     国立美術館クラウドファンディングでご支援いただいた若手作家の作品も。 

・多 目 的 室：講演会やワークショップなどの展覧会関連イベントのほか、こどもから大人まで楽しめる 

     プログラムをご用意いたします。 

・ラウンジ（旧師団長室）：デザイン性のすぐれた家具を設置し、くつろげる休憩室としてご利用いただけます。 

 

 



東京国立近代美術館工芸館プレスリリース 

 

＜屋外＞ ― 建物と調和した屋外作品 

・≪Untitled (13-09-04)≫ 

新たに収蔵した、国際的に活躍する陶芸家・金子潤（1942- ）の、3 メートルを超える大型の作品がエントランスの

中庭で皆さまをお迎えします。 

 

 

・≪果樹園―果実の中の木もれ陽、木もれ陽の中の果実≫ 

東京の工芸館の前庭に設置されていた金工作家・橋本真之（1947- ）が、10年かけて制作した《果樹園》も、移転

に伴い金沢に引っ越します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■報道関係のお問い合わせ先 

国立工芸館 

石川県金沢市出羽町３-２ 

Tel: 076-221-1955 

E-mail: kogei-pr@momat.go.jp 

写真 斉城卓 

≪Untitled (13-09-04)≫2013年 h305.3 w141.1 d85.8㎝ 

≪果樹園―果実の中の木もれ陽、木もれ陽の中の果実≫ 1978-88年 

 

写真 太田拓実 
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報道関係各位          2020年 8月 4日 

東京国立近代美術館工芸館 

 

東京国立近代美術館工芸館は、石川県金沢市に移転し、通称「国立工芸館」（正式名称：東京国立近代美術館工芸

館）として開館。2020 年 10 月 24 日に開館記念式典(セレモニー)を開催し、翌 25 日から始まる展覧会で一般公開を

開始します。それに伴い新たに名誉館長職を設け、国内外に高い知名度と情報発信力を持ち、これまで多くの工芸作家

の工房等を訪問し交流を深めるなど、日本の伝統文化や工芸の支援に精力的に取り組んできた中田英寿氏が 2020 年

10 月 24 日付で就任します。館の事業運営への助言や各種ネットワークづくり、また多方面への情報発信の強化を主に

担います。 

日本で唯一の工芸を専門とする国立美術館として、工芸の歴史と文化が集積する街、金沢から、その魅力を世界に発

信していきます。 

 

◆ 中田英寿（なかた・ひでとし） プロフィール 
 
1977年生まれ。山梨県出身。2006年、29歳でプロサッカー選手を引退。 
2009年 4月から、全国 47都道府県をめぐる旅をスタート。 
この旅をきっかけに日本文化に可能性を強く感じたことから、日本文化を発信する事業
を多数手がけ、2015年には、「株式会社 JAPAN CRAFT SAKECOMPANY」を設立。 
全国を旅して出会った人・モノ・コトを公式 WEB メディア「に・ほ・ん・も・の」で紹介してい
るほか、多言語での書籍の出版、全国の優れた生産者を紹介するラジオ番組
「VOICES FROM NIHONMONO」(毎週土曜 22:00～）のナビゲータを務めるほか、全国の
逸品を取り扱う「NIHONMONO SHOP」を展開。2020年 4月には 立教大学の客員教授
に就任、「伝統産業とマーケティング」を担当する。 
日本の伝統文化や食・人に注目し、その魅力を伝えるために、幅広い活動を行ってい
る。 
 
NIHONMONO https://nihonmono.jp/ 
株式会社 JAPAN CRAFT SAKE COMPANY https://craftsake.jp/ 

 

 

 

 

※なお、今後新型コロナウイルス感染症等の状況により記載内容に変更の場合があります。 
 

報道関係お問合せ先 
 

■国立工芸館についてのお問い合わせ 
国立工芸館（石川県金沢市出羽町３-２ ） 

Tel: 076-221-1955／E-mail: kogei-pr@momat.go.jp 

 

■中田英寿氏についてのお問合せ 

サニーサイドアップ 

Tel: 03-6894-3201／E-mail: pr@ssu.co.jp 

国立工芸館の名誉館長に中田英寿氏が就任 

―東京から石川県金沢市への移転・開館を機に、日本工芸の魅力を世界に発信― 


